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 正月早々から、福島区のおおさか NPOプラザのブースに入居して 4ヶ月が経過しました。 
当会代表理事を務める山口をはじめ、障がい者作業所の方々の外出支援活動をしてきた関係で、こ

のプラザの運営が大阪ボランティア協会という点、スタッフの皆様と身近な存在であることがとて

も心丈夫です。 
さて、「学校紙ごみもったいないやんかプロジェクト」から 1 年 4 ヶ月が経過しました。大阪

市内の公立の小学校、中学校、高等学校約 450校のうち 116校全体の 26％が参加していただいて
います。予約を受けて学校に回収していただくのは「関西古紙回収共同組合」に加盟の各社で、回

収された古紙は各社で圧縮し、製紙会社等に販売されます。 
現在 2 つの問題があります。ひとつは、学校における分別（プリント紙、教科書・図書、ダン

ボール、新聞等）がほとんどできていないこと、2つ目には回収会社での分別がスペース的に不可
能なことなどで、圧縮された紙類は種類分別ができていないので「雑紙」として一番安い値で売ら

れていくことです。 
紙の分別をどこでするかは、基本的には発生元の学校ですが、学校の業務との兼ね合い、スペー

スの確保などどうしていくのかを学校側との話し合いをしていく必要があります。また分別ルール

をきめて実践としての環境教育をしていくことで、子どもたちに紙資源の大切さを伝えていくな

どが今後の取組みとなります。 

資源循環型社会の形成のために、「お帰りティッシュ」のように、再生トイレットペーパーやテ

ィッシュペーパーとして学校に帰ってくる方法もあります。紙の材料が木であることから、「植林」

と言う方法もあります。現在、古紙の取引は国内需要だけでなく海外需要も高まり輸出されるよう

になって、再生紙１００％製品が品薄になってきているのが現状と聞きます。 
GCON が加盟している特定非営利法人大阪府民環境会議（OPEN）が大阪府から委託をうけて
いる事業のひとつに産業廃棄物の最終処分場であった「堺第 7－3 区」が埋め立てを完了し、そ

の土地に木を植える「共生の森」づくりが昨年から始まっています。今年の 3 月には 500 名近い
参加者があり、大盛況のうちに植林活動を行ってきました。「木を植える」「木を育てる」ことは、

20年、30年とかかり、成長した木を思い描きながら苗木から育てるそんな活動にも繋げていけた
らと考えています。 

福祉と環境のネットワークから新しいグリーンコンシューマーへ 


